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学校保健実習を通して保健師学生が得た学び

金屋 佑子

了德寺大学・健康科学部看護学科

要旨

　本研究の目的は，2日間の学校保健実習を通して学士課程の保健師学生が得た学びの内容および実習施

設（小学校または中学校）による学びの量の違いを明らかにすることである．4年次学生35名の課題レポー

トを質的帰納的に分析した結果，【学校保健活動の基盤】【養護教諭の役割と具体的な活動】【学校保健活動

における連携の実際とその意義】【看護職としての気づき】の4つのカテゴリーが抽出された．次に得られ

た学びの数を実習施設別に量的に分析した結果，それらの違いは学びには影響しないことが示唆された．

今後は本研究で得られた学びの妥当性や実習目標の妥当性，評価の視点等について討議していく必要があ

る．
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Students’ learning outcomes from school health practice

Yuko Kanaya

Department of Nursing, Faculty of Health Sciences, Ryotokuji University

Abstract

　The purpose of this study was to clarify learning outcomes, which undergraduate students gained from two-

day school health practice and the difference by facilities (elementary schools or junior high schools). As a result 

of qualitative analysis of 35 practice reports by fourth-year students, four categories were observed: foundation of 

school health activity, roles and activities of school nurse, actual cooperation in school health and its meaning and 

facilities by quantitative analysis. In the future, it will be necessary to discuss the validity of these learnings, the 

validity of the practice targets and the evaluation framework.
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Ⅰ．はじめに

　日本の保健師教育においては，平成21年の保健師助産師看護師法改正による修業年数の延長，平成23年

の保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正による単位数の見直しなど様々な変化が起こっている．

同改正時には「学校保健や産業保健における組織への支援を明確化する」観点の必要性が挙げられ1），ま

た看護師等養成所の運営に関する指導要領の改正では，「保健師活動の全体像を捉えることができるよう

多様な場で実習を行うこと」2）が求められている．一方で，公衆衛生看護学実習において学校保健・産業

保健実習は必須ではないため全ての保健師を志す学生が体験しているとは限らず3），また実施している場
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合も様々な実習施設・日数・形態が混在している状況である．

　了德寺大学（以下，本学）では，保健師免許を持つ者はそれを基礎資格として養護教諭二種免許状を取

得し得ることから，学生が学校保健の臨地実習（以下，実習）を通して活きた学びを得ておくことは必要

と考え，保健師養成課程履修学生（以下，学生）の全員が4年次に実習を履修する．平成23年度の保健師

選択制開始以降，同様に実習を展開してきたことから，現在の実習を通して学生がどのような学びを得て

いるのかを概観する必要がある．また本学の実習は小学校と中学校に分かれて行っていることから，実習

施設の違いによる学生の学びを比較し，今後の実習のあり方を検討することも必要である．なお公衆衛生

看護学実習による学生の学びに関する先行研究は多いものの，保健センター等行政領域での実習に比べて

学校保健領域に関する研究は少ない4）5） 6）7）．実習による学びに関する知見を蓄積する意味でも，本学に

おける学校保健実習を通して学生が得た学びの内容および実習施設による学びの違いを明らかにすること

を目的とする．

Ⅱ．学校保健に関する教育課程および実習の概要

　本学では2年次後期終了後に最大40名を保健師養成課程に選抜し，3年次より保健師養成に必要な選択科

目の履修を開始する．学校保健については2～3年次に養護教諭二種免許状取得を前提とした講義・学内演

習を行った上で，4年次前期に臨地実習を行う．公衆衛生看護学実習は実習Ⅰ（臨地:保健所4日，市町村6

～7日）および実習Ⅱ（臨地:学校2日，産業3日）から成る．学生3～4名を1グループとする学校保健実習

では「学校における児童・生徒および教職員の健康管理の実際を通して，学校保健の機能および地域との

連携について学ぶ」ことを目的に，養護教諭の活動の観察・見学や，児童生徒等と共に教室で1日を過ご

す等，学校生活に密着しながら学校保健活動を学ぶことを意図している．実習施設の選定にはA市教育委

員会の協力を得て，同一市内の小・中学校で実習を展開する．

Ⅲ．研究方法

1．分析対象

　2017年5月から同年6月に，小学校7校，中学校3校の計10校に分かれて実習Ⅱ（学校保健）を履修した36

名のうち，研究協力への同意が得られた35名の課題レポートを分析対象とした．課題レポートは各学生が

実習を通して得た学びをA4一枚にまとめ，実習終了後に提出したものである．

2．調査期間

　2017年10月～2017年12月

3．分析方法

　本研究ではまず，文脈を重視しかつ構造的に学生の学びを明らかにするため，Krippendorf， K． の内

容分析法8）9）を参考に以下の分析を行った．課題レポートを熟読し，「学校保健実習を通して学生が得た

学びの内容」に該当する1文章あるいは関連文章を1単位として抽出しそれをコードとした．それらの意味

内容の類似性，相違性に基づき集約，分類しサブカテゴリーとした．さらにサブカテゴリーの類似性と相

違性に従ってカテゴリーを生成した．次に，得られた学びの数が実習施設（小学校，中学校）により異
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なるかどうかを量的に分析するため,一人の学生から抽出されたコードの平均数を実習施設別に算出した．

実習施設による差を検定するためにWilcoxonの順位和検定を行った．統計処理にはIBM SPSS Statistics 

ver．19を用い，有意確率は5%未満とした．

4．倫理的配慮

　対象者に対し，研究の目的および方法，氏名および実習施設の匿名化，参加・不参加の自由，成績評価

に影響しないこと，研究結果の発表などについて書面および口頭にて説明し研究協力への同意を得た．ま

た本研究は了德寺大学生命倫理委員会の承認を得た．

Ⅳ．結果

1．学生が得た学びの内容（表1）

　学生の学びを質的帰納的に分析した結果，19のサブカテゴリー，4つのカテゴリーを抽出した．以下，

カテゴリーを【】，サブカテゴリーを<>，代表的なコードを「」で示す．

1）52件のコードから3つのサブカテゴリー :<学校における養護教諭・学校保健活動の位置づけ><法律等

に基づく学校保健計画の立案と遂行><地域特性や学校の保健課題に応じた活動>を抽出し，これらから

【学校保健活動の基盤】を作成した．学生は「学校は教育の場であり，学校保健活動も教育活動の一環で

ある」という基本を学び，また公衆衛生看護活動の基盤である法律についても記述することができていた．

2）170件のコードから11のサブカテゴリー :<保健室運営の計画と実施><安全で衛生的な環境づくり><

児童生徒等のセルフケア能力を育む活動><養護教諭や保健室の姿勢・あり方><発達段階に応じた関わり

><様々な場面・手段を活かした予防活動><より医療的知識が必要な場面での活動><教職員への知識の

普及や体制づくり><時代の変化に対応した活動の必要性><家族を単位とした働きかけ><教職員への健

康支援>を抽出し，これらから【養護教諭の役割と具体的な活動】を作成した．学生は対人支援のみならず，

その周囲の環境や組織も含めた支援が行われていることを理解した上で，直接的または間接的な様々な活

動の実際を学びとっていた．加えて家族や教職員への支援も重要であることを理解できていた．．

3）76件のコードから4つのサブカテゴリー :<学校内教職員との連携><学校内専門職との連携><地域の専

門職，ボランティアとの連携><学校，家庭，地域が一丸となった学校保健活動>を抽出し，これらから【学

校保健活動における連携の実際とその意義】を作成した．対象者またその周囲の環境を支援するにあたっ

て，養護教諭が様々な関係者等と連携し協力しあうことの必要性とその意義を学びとっていた．

4）2件のコードから1つのサブカテゴリー :<他の看護場面との共通点>を抽出し，これを【看護職として

の気づき】とした．学生は実習前に得ていた学びを，実習で新たに得た学びと比較し，それらを看護の領

域を問わない共通の事柄として理解していた．

2．実習施設による学生の学びの違いの有無（表2）

　35名の学生のうち，小学校で実習した者が25名（71.4%），中学校で実習した者が10名（28.6%）であった．

学生一人あたりの抽出されたコード数は最小5件～最大16件，平均してそれぞれ8.7±2.5件，8.5±1.5件で

あり，得られたコード数に実習施設の違いによる有意な差はみられなかった． 
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表2．実習施設別にみた学びのコード数

実習施設 実習人数 n（%） 総コード数 n（%） 一人あたりのコード数
（平均±SD）

小学校 25（71.4） 218（71.9） 8.7±2.5
中学校 10（28.6）  85（28.1） 8.5±1.5
合　計 35（100.0） 303（100.0） 8.7±2.3

※Wilcoxonの順位和検定

n.s.

表１．学校保健実習を通して学生が得た学びの内容　※（  ）内はコード数
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Ⅴ．考察

1．実習を通して学生が得た学びと実習施設の違いによる影響

　本学における2日間の実習を通して学生が得た学びを質的帰納的に分析した結果，学生は幅広く多くの

学びを得ており，本学の実習目的を達成できていた．中でも最も大きなカテゴリーは【養護教諭の役割と

具体的な活動】で，そのうち<セルフケア能力を育む活動><保健室運営の実際>が多かった．学生は主に

保健室で養護教諭が児童生徒と関わる場面から，セルフケア能力を育む関わりを学んでいたと考えられる．

児童生徒は自らの心身の健康を保持増進する能力を身に着けていく発達段階にあることから，学生は学校

保健活動の特徴的な学びを得ることができていた．また近年，教員の健康問題も注目される中で10）11），<

教職員への健康支援>や「時代の推移による潜在的な問題に対する予防的取組」の必要性という幅広い視

野でも学びを得られていたと考える．

　次に大きなカテゴリーは【学校保健活動における連携の実際とその意義】で，これを構成するコード数

の割合は先行研究12）13）に比べてやや多かった．その背景として，特に近年，学校・家庭・地域等の連携

がより重要になってきていることや，県・市が従来より連携の強化を推進してきたことが関係していた可

能性がある．学生は肌で学校保健に携わる教職員等の一体感を感じ，またそのことから「チームで対象者

に働きかける点は病院でも学校でも同じ」という共通性に気が付いていた．また学生は小・中学校で自分

自身が学校保健活動を享受していたが，当時はそうした認識がなく，本実習によって経験を振り返り意味

づけする機会になっていた．その中で様々な連携があることを学び，自分自身の成長に多くの職種が関わ

り支えられていたことにも気付くきっかけになっていたと考える．

　【学校保健活動の基盤】では<地域特性や学校の保健課題に応じた活動>に関する学びが最も多く，また

法的根拠についても記述できていた．これらは学生が公衆衛生看護学を学び，地域診断とその重要性や，

活動根拠の重要性を学んできたことが影響していたと考える．学生にとって，学校保健実習での気づきを

他の公衆衛生看護学の枠組みと同様に捉えることは自然であり，アイデンティティが「教育」である養護

教諭14）・教職員等から得た学びを，「看護」の視点でも捉えられていた．このことから，公衆衛生看護学

実習の一貫で学校保健実習を行うことは，学生の視野の広がりや深まりの醸成に寄与すると考える．

　こうした学生の学びの量に対して，小学校または中学校という実習施設の違いは影響しておらず，いず

れでも同程度の学びが得られることが示唆された．先行研究でも同様の結果である12）13）ことから，学校

保健の現場で実習することの意義は実習施設に関わらず大きいといえよう．したがって本学で行ってきた

臨地2日間の実習は，全ての学生が同様に学びを得る機会となっており，今後も同様の枠組みで進めるこ

とは妥当であると考える．

2．学校保健実習の充実にむけた今後の方向性

　これまでの実習も本学の実習のねらいを達成できるものであったが，今後はさらに実習目的・目標の妥

当性，評価の視点等についての検討が必要である．実習の実施も含めて各養成機関が試行錯誤している現

状においては，これから蓄積されていく知見と比較しながらそれらを明らかにしていくことが課題である．

また本研究は公衆衛生看護学的観点で学生の学びを捉えているため，今後は学校保健専門職とも協力し，

学びの内容の妥当性や実習上の工夫等について討議することも必要である．その際には単年度のみならず

経年的に振り返りを行うとともに，形態素解析等も含めた多角的な分析に基づいて充実を図ることが重要

であると考える．
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